
羅

鎌

白
描
…農
家
の
生
活
比
較

(琳
待
初
郎
氏
の
.『
農
楽
植
民
悲
観
説
葎
駁
す
』
の

一

節
に
就
て
童
児
為
述

べ
、
傍

ら
貨
幣
所
得
以
外

に
看

過
す
ぺ
か
ら

ざ
ろ
無
形
所
得

あ
ろ
こ
ε
に
曇
日及
す
ピ

河

上

肇

南
満
洲
鍼
道
株
式
會
肚
地
方
部
地
方
課
の
編
纂
に
成

.

れ
る

遷

業
資
料
』
は
、
其
九
と
し
て
、
揚
待
初
鄭
氏

の

「
満
蒙
農
政
私
案
」
を
股
め
、
其
巻
末
に
は
同
氏

の

　『繋

植
民
蹟

説
を
駁
玉

壷

す
る
七
+
鹸
頁
の
論

.

文
を
附
録
し
て
あ
・
。
今
藪
に
問
題
享

詮

・
其
論

決

の
第
二
章
日
満
農
家
の
生
活
比
較
ご
題
す

る
部
分
に

続

て
で
あ
る
。

死
軍
の
目
的
ご
す
る
研
捌は
、
「
日
満
面
農

の
生
活
程
度

一
に
は
甚
し
き
懸
隔
あ
り
て
、
日
農
は
秘
濟
的
競
争

に
堪

.

へ
ざ
る
べ
く
、
満
農
ご
蛇
立
す

る
こ
ご
困
難

な
る
べ
し

…
巳
の
説
を
駁
す
』

に
在

り
て
、
其
大
要
は
次

に
述

ぶ
る一

が
如

く

で
あ

る
。

氏
は
先

づ
誤
れ

る
観
察

ε
題

し
て
述

べ
て
曰
く
.
-

　

「
満
洲
農
家
の
生
活
は
其
程
度
甚
だ
低
く
、
吾
が
日

本
農
家
の
比
に
あ

ら
ざ
る
が
故
に
、
吾
が
農
民
を
移

住
せ
し
め
、
彼
等
満
洲
農
民

ご
並
立
せ
し
む
薯

、

倒
底
経
済
的
競
争

に
堪

へ
ざ
る
べ
し
ご
は
、
從
來
吾

が
満
洲
旅
行
{着
、
視
察
者

の
多
く
が
唱

へ
し
所
に
し

て
、
有
識
者
.の
之
に
称
せ
し
も
の
亦
飛
砂
し
ご
せ
ざ
.

る
な
グ
。
余
数
年
前
渡
満
當
初
の
威
も
亦
町

}
な
り

き
。
爾
来
各
地
方
の
族
行
中
親
し
く
農
家
を
歴
訪
し

屡
次
大
小

の
農
家
に
宿
泊

屠

考
察
し
、
漸
然

と
し

て
疑
念

の
涌
出
す
る
も

の
あ
り
。
爾
来
常
に
仔
細

の

研
究
を
怠
ら
ざ
り
し
が
、
先
年
好
機
を
得
、
鐵
道
沿

線
十
藪
縣
百
醗
箇
村
に
[量
り
て
、
農
村
井
に
農
家

の

経
済
歌
態
を
稍

々
詳
細
に
亘

り
調
査
ず
る
に
及

び
、

從
來
の
蜆

察
の
正
鵠
を
得
ざ
り
し
こ
と
を
確
認
す
る

に
至
れ
り
。

『
想

ふ
に
日
浦
農
家

の
生
活
程
度
に
於
て
醜
く
懸
隔

あ
り
ご
誤
解
せ
し
む
る
理
由

=

一に
し
て
足
ら
争
ε

雌
も
、

一
た
び
満
洲
に
渡
り
、
殖
涼
寂
寞

の
農
村
部

,



、.
雑

録

日
溜
農
家
の
生
活
比
較

[

落

に
入
り

n
不
潔

ご
無
趣

味

ご
に
鎖

さ
れ

た

る
陋
屋

一
を
望

め
ば

、
故

国

の
瀟
洒

衰

る
農

村

ε
書

の
如

き
田

園

こ
を
顧

み
て

.
誰

か
其
霄
壌

の
差

あ
る
を
戚
.替
ざ

る
も

の
あ

ら
ん

や
。

況
し
て
支
那

ご
盲

は
ば
動
も

す
「

れ

ば
始
め
よ
り
劣
等

の
人
種

ε
し

て
之
を
蔑
視

す
る

の
風
あ

る
邦
人

ε
し
て
は
、'
満
洲

一
農
民

を
見

て
非

常

の
肉躬
民

税
し
生
活

程
度
頗

る
・黒
き
も

の
な
り

せ
速

断
す

る
は
敢

て
無
理

な
き

に
似

な
り

ε
雌
も
、
蓋

し

足
れ
皮

相

の
窺

察

と
謂

は
ざ

る
可

ら
す
。

…

-
弦

に

於
て
成

る

べ
く
確
約

の
材
料

に
基

づ
き

、
穏
健

な

る

.対

照
を
試
み
、

公
卒

な
る
判
断

を
下

し
、
以

て
本

章

の
目
的

を
蓮

せ
ん
ε
欲

す
。

云

々
」

。

か
く

て
氏

は
.
「
日
本

に
於
け

る
小
農

ご
満
洲

に
於

け

る
小
農

ε
を
比
較

し
、
日

本
中
農

と
満
洲

中
農

ご
を
封

.

照
」
す
乃
が
爲
め
、
先

づ

『
右
各
規
模
の
農
家

の
生
活

.

に
要
す
る
趣
費
年
額
を
調
査
し
、

「
家
の
老
幼
男
女
を　

一
年
均
し
て
、
「
人
當
り

}
箇
年
の
生
活
費
を
算
出
…封
昭
…」

皿し舞

蔦
甑
縫

匙
の　

　
L

第
八
巻

(第
三
號

=
二
四
)

四
二
入

要

す

る
こ
ご
、
小

農
に
於

て
七

圓
四
四

二
、
中
農

に

於

て

一
五

圓
三

=

に
及
ぶ
。
換
言

す
れ
ば
、
日
本

の
農

家
は
満
洲

の
農

家
よ
り
も
、
夫
れ
焚

け
多

く

の

生
活
費

を
要
し

つ
Σ
あ
り
。」

乍

併

、
多

く

の
生
活
費
を
要

す

ご
云
ふ

ご
ε
は
・
胚

事

し
も
凝
り
豊
富
な
る
生
活
の
貴
賓
を
有
す
ご
云
ふ
ご

　
蕃

意
味
し
な
い
・
師
ち
昏

,

『
黙

り
と
難
も
、
是
に
依
り
て
満
洲
の
農
家
は
果
し

て
日
本
の
農
家
よ
り
も
生
活

の
程
度
高
意
も
の
と
断

定
す
る
を
得

べ
き
や
否
や
、
余
は
直
ち
に
之
に
首
肯

一

す
る
こ
ご
を
得
す
。
即
ち
夫
等
生
活
費
の
内
容
を
分

解
し
順
次
叙
述
す
為
所
に
由
り
て
護
者
…の
割
断
を
乞

は
ん
ε
す
。」

ラ

エ

ラ

.

ご
い
ふ
趣
旨

の
下
に
、
侮
食
料
費
、
修
服
装
費
、
は
薪

炭
油
費
、
@
激
育
憂
、
ほ
雑
費
の
五
項
に
分
ち
、
日
潜
…

く

農
家

の
生
活
の
實
質
内
容
に
就
き
詳
細
な
る
比
較
を
し

て
居
ら
れ
る
。
今
其

一
例
こ
し
て
彼
等
の
生
活
上
最
も

重
要
な
る
地
位
を
占
む
る
圭
食
物
の
費
用
及
び
實
質
の

比
較
を
見

る
に
即
ち
左

の
如
し
。

層



中
農
土
倉
物
(
「
年

「
人
當
)
比
較

洲 海 水 口

,種 、計輪 ・
粟 黍 変 法 ・類

用

量

石
?
茜

蔓

O
光

一】五

∵
昊

00

一人

0
8

0
λ
吾

ロ

　
・査

8

僻
格

(
「
石
仁
付

)

一物
§
(
λ
8

四
・
六
皿
く

E
・
尋
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出手

甲 八 ズ 人 畜 変
声・E三 曲6西 ∫『紬
雇 車 台 墨 音 呈 額

『
即

ち

日
満

主
食
物

年
費

の

差
は

五
圓

五

一
六

ご
な

る
。然

る
に
ロ
]
瀟
…乱
ハ位
置

を
換

へ
、日
農

の
圭
食
物

を
満

一
洲

に
於

て
、

又
は
満

濃

の
主

食
物

を
日
本

に
於

て
探

る

…
も

の
.ご
せ
ぱ
如
何

。」
氏

の
計
算

に
依

ら
ば
左

の
如
し
。

日
農
の
圭
食
物
も
満
洲
に
於
'」
採
る
場
合

ガ

エ

白
米
(
朝
鮮
肇

o
・旺
量

宕

ズ
,「8
〒

奉
天
祖
揚
)

精
蓼
(満
洲
産

)

0
・九
三
五

(石

六
・0
8

一
奉
天
相
場
)

計

7
契
8

浦
雌

の
主
食
物
存
日
本

に
於
て
採

ろ
場
合

蜀

黍

一嘱
合
8

宕

一覧
8
甲

東
京
相
場
}

粟

O
.金
8

(
石
一
テ
0
0
0
1
東
京
相
場
)

計

HT
内
耳
00

(
・
美

0

雫

四
笠

一四
・
一一　竃

　
】
↑
0
8

一〇
三
8

ニ
へ
・
一「O
O

是
に
由
り
て
観

れ
ば
、
日
農
の
米
姿
食
を
満
洲

に
於

て
探
る
懐

ゴ

本
に
於
け
る
よ
紅

四
暴

廉
便
に
・

天
満
僕

の
雑
穀
食
に
比
す
れ
ば
僅
に

「
圓
三
十
鏡
餅
高

儂
な
る
に
止
ま
り
、
而
し
て
満
農
の
雑
穀
食
を
日
本
に

於
て
探

る
聴
拡
、
満
洲
に
於
け
る
よ
り
も
十
五
圓
飴
高

く
叉
日
本
の
氷
嚢
食
に
比
す
る
も
九
圓
七
十
六
鏡
飴

の

高
傾
ご
な
る
。
「
故
に
満
洲

に

於
け
る
満
濃

の
雑
穀
食

は
日
本

に
於
け
る
日
農

の
米
萎
食
よ
り
も
、
資
質
多
く

し
て
且

つ
高
償
な
る
こ
ご
」
を
知
る
に
足
る
。

氏
は
食
料
以
外
更
に
服
装
費
、
薪
炭
費
、
敏
育
費
・

で

雑
費

の
詩
項

に
就

き
、
以
上

ご
同
様

の
比
較

研
究

を

駕

し

、
共
結

論

ご
し

て
次

の
如

く
述

べ
ら
れ

て
居

る
。

『余
に
日
本
の
中
農
(田
地
一
町
大
牢
裏
作
ご
」満
洲
の
中
農
(畑
地
六

一
一
Q
町
全
部
一
毛
作
)
の
「箇
年

】人
嘗
生
活
費
心
掛
照
し
て

　

齪

讐

茎

》

額
.
一五調・
=

其
差
†
五
圓
餓

に
及

ふ
に
拘
ら
す

、
大
筆
生
活
狸
の
内
容
為
解
剖

し
、
離
農
の
生
活
需
用
品
省

杏

求
む
る
も
の
甚

に

大
凡
そ

四
十
四
五
圓
々
下
ら
さ

ろ
事
々
詳
述

ぜ
り
。
日
農

の
生
活
喪
為
超
過

す
ろ
、
㌔ご
六
七
圓

に
及

ぶ
。
是

に
於

て
生
活
程
度
に
離
農

の
寧
ろ
日

農

に
優
れ
る
藷

書
し
得

へ
し
。
況
ん

や
漏
洲

は
秀

現
日
本
ミ
異

な
叫
教
育
、
衛
生
.、
醤
藥

等
の
如
き
交
明
的
設
備
な
疎
音
て
殆
ん
ピ

「

・



雑

録

日
滞
農
家
の
生
油
比
較

其
費
用
々
要
ぜ
ず
、
復

た
公
租
、
公

繰
挿
話
寄
附

(赤

†
字
肚
・
愛

厨
好
人
會
、武
徳
會
の
如
寺
)

の
頁
辮
極

め
て
妙
な
き
に
於
て
彰

・

蓋
し
日
農
生
活
費
の
高
き
は
需
用
品
の
山・両
便
に
あ
り

・
其
の
頁
撫

の

多
き

に
あ
り

、生
活
程
度
の
高
き

に
め
ら

さ
る
な
り
。
世
人
の
多
く
ば

日
農

の
生
活
な
観

る
こ
ε
高
き

に
失
し
、
澱
農

の
生
活
々
観
る
こ
ミ

響

、美

し

、
彼
義
啓
し
く
生
活
状
態

童

に

し
風
俗
慣
習
の
洞
し

か
ら

さ

る
よ
り
し

て

、
皮

相

の

見
解

を
下

し

、
或

に
之

に
、雷
同
し

て

眞
相
々
了
讐

さ

う
も
の
比

・
婁

…り
。
余
の
世
説
に
反
し
て
浦
農

生
活
の
日
農
生
活
に
優

を

も
劣
ろ
ミ

な
き

な
弦
に
断
言
し
て
即

ら

さ

ろ
所
以

な
り

。
』

以
⊥
が
癬
特
長

の
議
論

の
要
領
で
あ
る
が
、
今
余
は

戎

の
擧
げ
ら
れ
た

る
事
實
そ
の
も

の
に
就
て
は
、
何
等

一

批

評
の
資
難

き
者
で
あ
る
。
故
に
日
浦
農
家
の
生
活

一
費
及

び
共
費
用

の
意
味
す
る
所

の
生
活

の
内
容
貴
賓

に

託

て
は
、
氏
の
擧
げ
ら
妻

・
彊

を
以
て
斎

を
得

一
え

る
も

の
と
假
定

し
て
置
く
が

、
只

こ
の
同

じ
事
實

に

謝

し
て
如
何
な
る
解
羅
を
下
す
か
に
就
て
は
、
多
少
議

論

の
鯨
地
が
在

る
ピ
信
寄

る
。

こ
れ
余
が
藪
に
問
題

ご

…
せ
ん

ご
す

る
所

で
あ

る
。

余

の
考
ふ
"々
所
に
依
れ
ば
、
貨
幣
所
得
叉
は
宣
ハ貨
幣

第
八
魯

{第
三
號

一
三
六
)

四
三
〇

に
依
り
て
購
買
し
得
ら
る
ろ
所

の
所
謂
貴
賓
所
徐
を
標

準

こ
し
て
、
人

の
生
活
程
度
を
測
定
す
る
ご
云
ふ
事
は

大
禮
に
.於
て
は
差
支
な
い
が
、
場
合
に
依

っ
て
は
甚
だ

不
正
確
な
る
結
果
を
齎
す
も

の
で
あ
る
。
試
に

「
例
を

大
學
教
授
の
所
得
に
探
ら
ん
に
、
A
「
日
我
国
に
於
け
る

彼
等

の
貨
幣
所
得
は
比
較
的
に
僅
少
で
あ
る
。
從
て
彼

等
が
共
貨
幣
に
依
り
て
購
買
し
来
る
所

の
實
物
も
比
較

的
に
僅
少
で
あ

る
。
乍
併
彼
等
は
此
等
の
所
得
以
外
に

猶
太
な
る
無
形
の
所
得
を
有
す
る
こ
&
を
看
過
し
て
は

菰
ら
ぬ
。
.即
ち
大
學
に
は
圖
書
舘
實
験
室
等

の
設
備
が

相
當
に
整

っ
て
居

る
。

一
個
入

の
所
得
を
以
て
し
て
は

到
.底
購
入
す
る
こ
ご
を
得
ざ
る
多
敷

の
叉
は
高
贋

の
圖

書
、
機
械
、
藥
品

の
類
が
備
は

つ
て
居
て
、
彼
等
は
自

由
に
之
を
利
用
す
る
こ
ご
が
出
来
る
。
.此
等

の
關
係
に

蓼

、
、
彼
等

は
、
月

々
支
給

さ

る
る
所

の
俸
給
以
外

に

種
.々

の
大
な
る
利
益
を
支
給
さ
れ
て
居

る
の
で
あ
る
。

其
が
彼
等

の
無
形
の
所
得
で
あ
る
。
・故
に
假
ひ
他

に
大

學
よ
の
も

多
額

の
月
給
を
支
給
ず
る
所
あ
り

ε
す
ろ

も
、
若
し
其
所
に
何
等
研
究

の
設
備

な
く
、
從
て
大
學

に
て
得
5
る
る
が
如
き
無
形
の
利
益
を
得
ら
れ
ざ
る
な



　
ら
ば
、
彼
等
に
し
て
研
究
に
志
す
限
り
、
彼
等
は
大
學

を
去

ヨ

、
他
に
移
る
こ
ε
を
利
益

ご
せ
ぬ
の
で
あ
る
・

今
日
本

の
農
家
が
満
洲
に
移
る
事
を
左
迄
利
益

ご
戚

一
ぜ
ざ
る
も
、
或
は
之

ご
同
様

の
理
由
に
忝
く
の
で
は
あ

　妻

い
か
患

ふ
。
暑

が
他

の
場
所
に
居

る
よ
り
も

一
大

學

こ

い
ふ
環
境

の
内

に
居

る
こ
ご
に
依

り
て
、
遙

に

多

く

の
無

形
的

所
、得
を
有

し
得

る
が
如

く
、
農
家

は
満

洲

に
住

む
よ
り
も
、
日
本

こ

い
ふ
環
境

の
内

に
住
む

ご

ε
に
依

り
て
、
遙

に
多
一

の
無

形
的
所

得

を
有

し
得

る

ハ
の
で
あ

る
ま

い

か
。
若

し
然

り
ご
す

る
な

ら
ば
、
假

ひ

一
般

物
償

は
日
.本

よ
り
も
満
洲

の
方

が
低
廉

に
し

て
、

…一
定

の
貨
幣
所

得
を
以

て
割
合

に
多
く

の
食
物
被

服
を

.

購

買
し
得

ら
る

る
こ
す

る
も
、
此

の
如

き
所
得

が
吾

等

…
の
唯

一
の
所
得

に
非

ざ

る
限
り
、
農
家

は
必
し
も
満
洲

に
住

む
こ

と
を
以

て
、
.日

本
に
住

む
よ
り

も
利

益

な
り

ε
爲

さ
ざ

る
筈

で
あ

る
。

暫

一
私

は
ま

だ
満

洲
を
覗
察
し

な
ご

ε
が
無

い
。
併

し
揚

…
待

氏

の
盲

は
る

る
所

に
從

へ
ば
、
満

洲

の
農
村

は

『
荒

涼

寂
寞
」

で
あ

っ
て
、
そ

こ
に

は

「
不
潔

と
無
趣
味

む

「に
鎖

さ
れ
た

る
陋
屋
』

が
あ

る
ぱ

知
り
で

あ
る
岨
然

る

…
雑

糠

日
養

家
の
生
琵

飲

一
に
日
本
に
は
瀟

洒
た
る
農
慰

書
り
和
ぎ
田
園
』集
.
.

あ

っ
て
、
日
本

ご
満
洲

と
で
は
『
霄
壌

の
差
』
が
あ

る
ご

吉

ふ

の
で
あ

る
。
只

こ
れ
だ
け

で
以

て
、
満
洲

よ
り
も

日
本

に
住

む
方

が
、
遙

に
多

く

の
無
形
的
所
得

を
得
ら

る
る
こ
ご
を
、
想
像

し
得

ら

る
る
の
で
あ

る
。

氏

の
説

明
さ
れ
た

る
如
く

、
日
本

で
は

一
般
物
横

が

　口回
い
、
公
租

、
公
課

、
井

に
諸
寄

附

の
負
捲
も
多

い
。

併

し
其

の
代
り
に

は
、
其

の
取

り
立
て
ら
れ
投

る
租
税

や
寄
附

に
依

っ
て
種

々

の
肚

會
的
設
備

が
整

へ
ら
れ

て

あ

る
。
勿

論
其

筈
は
猶

極
め

て
不
十

分
な
も

の
で
は
あ

る
が
、
併

し
満
洲

に
玩
ぶ
れ

ば
、
遙

に
進

ん
だ
も

の
で

あ

ら
う
。
囁
待

氏

の
言

は
る

る
如

く

『満

洲

は
未

だ
現

日
本

と
異

り
、
歎
育

、
衛

生

、
.轡
藥

等

の
如

き
交

明
的

設

備
を
敏

い
で
」
居

る
の
で
あ

る
。
然

る
に
日
本

に
は

到

る
所

の
農
村

に
小
里
校

の
設
備

が
あ

る
。
日

本
に

住

む
限

り
、
如
何

な
る
農
民
も

、
授
業
料
を

も
支
魏

は
す

に

、
自

分

の
小
供

を

教
育

す

る
こ

ご
が
出

来

る
。
満
…洲

に
行

か
ば
、
假

ひ
物

は
廉

く
買

へ
る
こ
し

て
も

、
此

の

如

き
利
益

を
受

く

る
堅

は
全

く
無

い
。、
日
本

に
居

π
な

ら
ば
病
氣

に
罹

つ
だ
時

、
讐
師

の
診
察

を
受
け
叉
は
讐

第
八
巻

ρ第
三
號

=
二
七
)

四
三
【
、



雑

鋸

目
満
農
家
の
生
活
比
較

…
藥

を
求
む
る
こ
ε
が
出
来

る
。
勿
論
そ
れ
が
爲
に
.は
多

一
少

の
金
を
支
出
せ
ね
ば
な
ら
ね
が
、
生
命
を
棄
て
る
よ

り
も
金
を
棄

て
る
方
が
利
益
で
あ

る
。
日
本
に
居
た
取

…
ら
ば
租
税
の
外

に
諸
種
の
寄
附
も
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
併

τ

村

の
八
幡

の
祭
禮

に
寄
附
を
す
る
代
り
に
は
、
鑑

の
賑

ひ
を
見

て
樂
.む

ご
ζ
が
出

来

る
。
時

に
は
村
芝

居

あ

催

し
も
蹴

る
。
僅

か
敷
銭

の
金

を
出

し
た

な
ら
ば
・

日
本

に
居

る
限
り
、
時
折

其
芝
居

を
見

る
こ

と
が
出
家

.

る
。
満
洲

に
居

挺
な

ら
ば
、
四
五
鏡

の
金

で
斯

か
る
娯

「樂

を
得

る
は

、
恐

ら
く
夢

想
も
出
束

ぬ
事

で
あ

ら
う
。

豪

で
・
露

が
整
頓
・
・
居
・
、
警
套

行
・
唇

一
て
居

る
、
新
聞

が
早

く
見

ら
れ

る
。
列
黎

し
来

る
菰

ら

ぼ

、
満
洲
に
居

る
よ
り
も
、
日
本
に
居

る
こ
筐

依
り

　
て
得
ら
る
る
所

の
無
形
の
所
得
は
際
限
な
く
あ
る
。

さ
れ
ば
、
箪
に
生
活
費

の
内
容
貸
賃
を

の
み
比
較
せ

…
ば
、
日
本

の
農
民

の
坐
活
は
、
満
洲

の
農
民

の
そ
れ
に

一
比
し
假

ひ
劣

れ
る
所

あ
り

ご
す

惹
も

、
直
ち

に
此
事
實

…
よ
り
し

て
、『
浦

礎
生
.活

の
日
農

生
活

に
優

る
ご
も
劣

る

.

こ
ご
な
き
を
断

言

し
て
樺

ら
ざ

る
」

こ

ご
は
出
来

識

か.

&
思

ふ
。
「
満
洲

農
家

の
生
活

は
共
程
度

甚

だ
低

一
、吾

第

八
巻

(第

三
號

=
二
八
)

.四

三

【.一

が
日
本

農
家

の
比

に
あ

ら
ざ

る
」
こ
ご
は
、
「
從
來
冗
長

,

満
洲
族
行
者

、
視
察
者

の
多

一
が
唱

く、
し
所

に
し
て
』
.

癬
待

氏
自
身

の

『
数

年
前

渡
満

當
初

の
戚
も
亦
同

一
な

り
き
』

ご
云
ふ

こ

と
で
あ

る
が
、
籍

に
考

ふ

る
に
、
数

字
的
研
究

に
本

か
ざ
る
、
最
初

の
瞥
見

に
依

っ
て
得
ら

れ
な

る
、

一
種

の
直
壁

の
方

が
、
或

は
却

て
事

の
真

相

を

得
血
も

の
で
は
あ

る
ま

い
か
。
姑
く

記

し
て
撮
.待
氏

の
.激

を
俟

つ
。

要
ず
る
に
、
吾
人

は
個
人

の
生
活
歌
態
を
比
較
す
る

に
當

っ
て
は

.
貨
幣
所
得
の
大
小

の
外
に
、
次
の
事
項

を
計
算

に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
邸
ち
其

[
は
貨
物

の
儂
格
叉
は
品
質

の
憂
動
及
び
相
違
で
あ

る

一

時
の
關
係
に
於
て
は
愛
動
、
所

の
關
係
に
於
て
は

相
違
。
今
問
題
と
す

る
所
…に
從
っ
て
、
以
下
專
ら
相
違

の
場
合
に
就

て
の
み
立
言
す
。
L

貨
幣
に
て
見
積
り

た
る
所
得
額
に
は
何
等

の
相
違
な
し
ε
す
る
も
・
物
償

、

に
し
て
相
違

す
る
か
、
叉
は
市
場
に
供
給
せ
ら
る
る
財

の
種
類
叉
は
品
質
.が
相
違
す
る
塒
は
、
同

「
金
額
に
て

購
入
し
得
ら
る
る
財

の
分
量
叉
は
種
類

の
上
に
相
違
を

層



生
魚
る
加
故
に
、
其
事
は
人
々
の
實
際
生
活
の
上
に
、

一
貨
幣
所
得

の
相
違

ヒ
同
じ
脳
係
を
有
す
る
も

の

で

あ

…
る
・

露

待
氏
髭

誉

就

て
は
・
物
慣

の
相
違

を
計
算

.

に
入
れ
ら
れ
な

る
の
み
)
。
其
二

は
職
業
以
外
に

於
け
.

.

る
閑
暇
の
多
少
で
あ

る
。
同

一
金
額

の
貨
幣
所
得
を
得

一つ
つ
あ
る
も
之
を
得

る
が
爲
に
犠
牲

こ
す
る
時
間

の
多

心少
に
依
そ

人
あ

生
活
状
費

相
違
す
べ
星

・で
あ一

一
る
。

(比
熱
は
日
浦
農
家

の
生
活
比
較

に
於
て

問
題

ご

爲
さ
ざ
り
し
も

の
で
あ
る
)
。
其
三
は

職
業
そ
れ

自
身

に
俘

ふ
貨
幣
所
得
以
外
の
利
益
で
あ
る
。
官
吏
と
な
躯

「

一て
叙
位
叙
勲
の
利
益
あ
る
の
類
。
(此
黙

も

本
篇
に
於

で

は
問
題

と
翁
さ
ざ
り
し
も

の
で
あ
る
)。
第

四

は
祉

.

會
的
境
遇

の
改
善
に
俘
ふ
貨
幣
所
得
以
外

の
利
益
で
あ

㎝
る
。
人

ご
人
こ

の
私
的
交
際

に
依

っ
て
得
ら
る
る
諸
般

.

の
利
益
、
法
徳
制
度
其
他

一
般
政
治

の
改
善

に
伴
う
て

亙

す
る
利
益
を
指
す
。
(此
黙
は
日
満
農
家

の

生
活
比

較
に
於

て
最
も
重
き
を
置
く

べ
き
黙
で
あ

る
)。

第
五

一
は
資
本
主
義
的
組
織
以
外
の
組
織

に
依

っ
て
得

ら
る
る一

…
所

得

で
あ
る
。

共
主

な

る
も

の
は
、
道
路

、
公
園

、
博一

.

物
舘
、
回
書
舘
、
病
院
、
學
校
等
公
共
的
設
備
よ
り
生

難

錐

労
働
問
題
解
決
の
一
提
案

す
る
利
益
で
あ
っ
て
、
第
四
の
肚
會
的
境
遇
ど

い
ふ
意

味
を
廣
義
に
用
ふ
れ
ば
、
そ
の
大
牢
は
、
第
四
.の
中

に

包
含

さ
れ
て
仕
舞

ふ
。
(之
も
亦
、
日
満
農
家
の
生
活
比

較

に
於
て
看
過
す
べ
か
ら
ざ
る
事
項
で
あ
る
)
。

日
満
農
家

の
生
活
比
較

は
兎
も
あ
れ
、
吾
々
の
生
活

状
態
を
比
較
す
る
に
當
っ
て
は
、
貨
幣
所
得
以
外
此
等

の
事
項
を
も
計
算
に
入
る
る
の
必
要
あ
る
所
以
に
就
き

一讃
者

の
注
意
を
惹
く
こ
ご
を
得
.れ
ば
、
此
小
篇

の
目
的

は
足

る
の
で
あ
る
。

「


